
1 

 

 

 

は
じ
め
に 

 

『
枕
草
子
』
に
は
、
清
少
納
言
が
宮
仕
え
生
活
の
中
で
接
し
て
き
た
数
多
く

の
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
清
少
納
言
と
の
対
人
関
係
を
考
え
る
と
、

中
宮
定
子
・
中
関
白
家
の
人
々
と
の
主
従
関
係
、
殿
上
人
・
同
僚
の
女
房
た
ち

と
の
公
私
に
わ
た
る
交
渉
や
交
友
関
係
が
見
ら
れ
る
。『
枕
草
子
』
に
登
場
す
る

人
物
を
そ
の
登
場
章
段
数
ご
と
に
示
す
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。 

       

    
 

 
 

 
 

        
 

 
 

『
枕
草
子
』
に
お
け
る
藤
原
斉
信
・
藤
原
行
成
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主
君
筋
の
天
皇
、
中
宮
、
藤
原
道
隆
・
伊
周
を
除
く
と
、
藤
原
斉
信
・
藤
原

行
成
・
源
経
房
は
と
り
わ
け
登
場
回
数
が
多
い
。
中
で
も
斉
信
・
行
成
は
度
々

重
要
な
場
面
で
主
役
と
し
て
登
場
し
、
清
少
納
言
と
個
人
的
に
親
し
く
交
渉
す

る
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
清
少
納
言
が
斉
信
・
行
成
を
ど
の
よ
う

に
評
し
、
ど
の
よ
う
な
交
渉
を
も
っ
た
の
か
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
清
少
納
言

の
人
物
評
価
・
人
物
像
を
探
る
。 

一 

藤
原
斉
信
・
藤
原
行
成
の
経
歴
、
登
場
章
段 

 

本
章
で
は
、
斉
信
・
行
成
の
経
歴
及
び
『
枕
草
子
』
に
お
け
る
登
場
章
段
に

つ
い
て
整
理
す
る
。
両
者
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
及

び
『
枕
草
子
大
辞
典
』
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

藤
原
斉
信 

【
日
本
古
典
文
学
大
辞
典

（

１

）

】 

 
 

藤
原
道
隆
・
同
道
長
・
同
頼
通
の
摂
関
制
の
機
構
の
中
に
あ
っ
て
、
天
皇

と
摂
関
と
の
間
の
潤
滑
油
役
を
果
た
す
有
能
な
官
僚
と
し
て
活
躍
。
藤
原

公
任
・
源
俊
賢
・
藤
原
行
成
と
と
も
に
い
わ
ゆ
る
一
条
朝
時
代
の
四
納
言

の
一
に
数
え
ら
れ
る
。
当
時
は
漢
詩
壇
の
最
盛
期
と
称
さ
れ
、
多
く
の
専

門
詩
人
の
排
出
を
み
た
が
、
そ
れ
ら
の
中
で
高
級
官
人
の
作
詩
熱
も
高
く
、

内
裏
・
道
長
邸
な
ど
に
お
い
て
盛
ん
に
詩
会
が
催
さ
れ
、
斉
信
は
行
成
・

公
任
・
藤
原
有
国
ら
と
と
も
に
も
っ
と
も
出
席
の
回
数
の
多
い
常
連
に
な

っ
て
い
た
。
ま
た
当
時
の
朗
詠
の
上
手
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
『
枕
草
子
』

『
紫
式
部
日
記
』
に
登
場
す
る
。 

 

【
枕
草
子
大
辞
典

（

２

）

】 

 
 

太
政
大
臣
藤
原
為
光
の
二
男
。
母
は
左
少
将
藤
原
敦
敏
女
。
才
学
に
秀
で
、

俊
賢
、
公
任
、
行
成
と
と
も
に
一
条
朝
の
四
納
言
と
称
さ
れ
た(

『
十
訓
抄
』

『
古
今
著
聞
集
』)

。
天
元
四
年(

九
八
一)

従
五
位
下
と
な
り
、
以
後
順
調

に
官
位
昇
進
し
、
西
暦
五
年(

九
九
四)

蔵
人
頭
、
長
徳
二
年(

九
九
六)

参
議

に
任
ぜ
ら
れ
た
。
道
長
に
重
用
さ
れ
、
長
保
三
年(

一
○
○
一)

権
中
納
言
、

寛
弘
六
年(

一
○
○
九)

権
大
納
言
と
な
り
、
彰
子
の
立
后
に
あ
た
っ
て
は

中
宮
大
夫
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
漢
詩
人
と
し
て
も
優
れ
、
内
裏
や
道
長

第
で
の
詩
会
へ
の
参
加
は
行
成
に
次
い
で
多
く
、『
類
聚
句
題
抄
』
に
七
種
、

『
本
朝
麗
藻
』
に
五
首
と
ら
れ
て
い
る
。 

 

以
上
か
ら
、
斉
信
は
次
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。 

・
才
学
に
秀
で
た
有
能
な
官
僚
で
、
一
条
朝
の
四
納
言
と
称
さ
れ
て
い
た 

・
漢
詩
人
と
し
て
も
優
れ
朗
詠
の
名
手
で
あ
っ
た 

・
道
長
に
重
用
さ
れ
出
世
し
た 

藤
原
行
成 

【
日
本
古
典
文
学
大
辞
典

（

３

）

】 

 
 

父
義
孝
が
若
く
し
て
没
し
た
の
で
祖
父
に
養
育
さ
れ
、
天
元
五
年
（
九
八

二
）
に
元
服
。
源
俊
賢
の
推
挙
に
よ
っ
て
長
徳
元
年
（
九
九
五
）
二
十
四

歳
で
蔵
人
頭
に
抜
擢
さ
れ
て
か
ら
は
順
調
に
昇
進
し
、
長
保
三
年
（
一
○

○
一
）
に
は
三
十
歳
で
参
議
と
な
っ
た
。
こ
の
頃
か
ら
能
書
と
し
て
名
を

な
し
、
長
徳
五
年
に
は
新
造
内
裏
の
紫
宸
殿
と
承
名
門
の
額
を
書
い
て
、

正
三
位
に
叙
せ
ら
れ
た
。
藤
原
道
長
に
も
重
用
さ
れ
、
寛
弘
四
年
（
一
○
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○
七
）
に
は
法
性
寺
三
昧
堂
供
養
に
あ
た
り
、
南
門
の
額
を
道
長
、
西
門

の
額
を
行
成
が
揮
毫
し
た
。
寛
仁
三
年
（
一
○
一
九
）
四
十
八
歳
で
大
宰

権
帥
の
要
職
に
つ
き
、
こ
の
年
、
道
長
の
子
長
家
を
聟
に
迎
え
、
道
長
と

の
縁
を
深
め
た
。
翌
年
、
権
大
納
言
に
昇
進
、
そ
の
位
を
極
め
た
と
こ
ろ

か
ら
、
行
成
の
日
記
は
『
権
記
（
ご
ん
き
）
』
と
称
せ
ら
れ
、
書
を
権
跡
（
ご

ん
せ
き
）
と
よ
ぶ
。
こ
の
行
成
の
書
は
、
小
野
道
風
の
書
に
濃
淡
・
強
弱

と
い
っ
た
新
鮮
味
を
加
え
、
よ
り
優
美
な
和
様
を
完
成
さ
せ
た
。
そ
の
書

流
は
、
代
々
世
尊
寺
流
と
し
て
引
き
継
が
れ
、
小
野
道
風
・
藤
原
佐
理
と

と
も
に
三
蹟
の
一
人
と
し
て
た
た
え
ら
れ
た
。 

【
枕
草
子
大
辞
典

（

４

）

】 

 
 

大
江
匡
房
の
『
続
本
朝
往
生
伝
』
に
は
藤
原
実
資
・
藤
原
斉
信
・
藤
原
公

任
・
源
俊
賢
・
行
成
・
源
扶
義
・
平
惟
仲
・
藤
原
有
国
と
と
も
に
有
能
な

公
卿
と
さ
れ
、
公
任
・
斉
信
・
俊
賢
と
と
も
に
一
条
朝
の
四
納
言
と
並
び

称
せ
ら
れ
る
。
書
に
長
じ
前
中
書
王
兼
明
親
王
・
藤
原
佐
理
と
並
び
称
せ

ら
れ
、
権
跡
と
呼
ば
れ
て
、
小
野
道
風
の
野
跡
、
佐
理
の
佐
跡
と
並
ん
で

三
蹟
と
讃
え
ら
れ
る
。
世
尊
寺
流
の
祖
。 

 

以
上
か
ら
、
行
成
は
次
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。 

・
有
能
な
官
僚
で
一
条
朝
の
四
納
言
と
称
さ
れ
て
い
た 

・
能
書
家
と
し
て
優
れ
、
三
蹟
の
一
人
と
し
て
讃
え
ら
れ
た 

・
道
長
に
重
用
さ
れ
た 

 

経
歴
の
似
て
い
る
二
人
で
あ
る
が
、
中
関
白
家
に
対
す
る
姿
勢
、
道
長
と
の

関
わ
り
方
は
異
な
っ
て
い
た
。
斉
信
は
、
三
田
村
雅
子

（ 

５

氏）

か
ら
次
の
よ
う
な
指

摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。 

斉
信
が
、
伊
周
・
隆
家
兄
弟
の
追
い
落
し
に
あ
た
っ
て
積
極
的
に
道
長
に

協
力
し
た
と
い
う
事
実
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。（
中
略
） 

 
 

参
議
任
官
の
期
日
長
徳
二
年
四
月
二
十
四
日
は
、
伊
周
・
隆
家
左
遷
決
定

の
日
で
も
あ
る
。
（
中
略
） 

 
 

伊
周
・
隆
家
の
穴
埋
め
と
し
て
登
用
さ
れ
た
こ
と
は
、
斉
信
の
そ
れ
か
ら

の
兄
を
も
追
い
越
す
急
激
な
出
世
を
も
た
ら
し
た
一
転
機
で
も
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
伊
周
・
隆
家
追
放
の
原
因
と
な
っ
た
花
山
院
誤
射

事
件
は
、
斉
信
の
父
で
あ
っ
た
故
為
光
の
邸
で
の
出
来
事
で
あ
り
、
当
の

被
害
者
で
あ
る
花
山
院
は
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
恐
れ
て
事
件
を
公
表
す
る
意

図
を
持
た
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
道
長
の
手
に
よ
っ
て
こ
の
事
件

が
大
々
的
に
と
り
あ
げ
ら
れ
た
の
は
、
為
光
邸
で
の
当
事
者
と
し
て
の
斉

信
の
協
力
が
大
き
か
っ
た
た
め
と
推
察
さ
れ
る
。 

 

中
関
白
家
の
没
落
を
決
定
づ
け
た
伊
周
・
隆
家
配
流
に
斉
信
が
積
極
的
に
協

力
し
た
と
い
う
事
実
が
あ
っ
た
ら
し
い
の
で
あ
る
。 

 

一
方
の
行
成
は
、
秋
山

（ 

６

氏）

に
よ
っ
て
次
の
よ
う
な
史
実
が
示
さ
れ
て
い
る
。 

「
大
進
生
昌
が
家
に
」（
六
段
）
の
段
が
取
材
し
た
史
実
は
、
長
保
元
年
（
九

九
九
）
八
月
九
日
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
日
道
長
は
、
こ
の
落
魄
た
る

中
宮
行
啓
を
妨
害
す
る
か
の
ご
と
く
、
上
達
部
、
殿
上
人
を
引
き
連
れ
て

（
ち
な
み
に
、
そ
の
中
に
は
宰
相
中
将
斉
信
も
参
加
し
て
い
る
）
、
宇
治
の

別
邸
に
出
遊
し
た
。
こ
の
時
の
事
情
は
、
権
記
、
小
右
記
な
ど
に
微
し
て

あ
き
ら
か
で
あ
る
が
、
行
成
は
ひ
と
り
奔
走
し
て
そ
の
日
の
行
啓
を
と
に
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か
く
差
障
な
か
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。
蔵
人
頭
の
重
職
に
任
ず
る
か
れ
と

し
て
、
こ
れ
は
当
然
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
し
か
し
、
け
っ
し
て
な
い

な
み
の
苦
衷
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
も
あ
る
。 

以
上
の
先
行
研
究
か
ら
、
藤
原
斉
信
・
藤
原
行
成
に
は
次
の
よ
う
な
違
い
が

見
ら
れ
る
。 

○
斉
信
は
道
長
を
支
持
す
る
姿
勢
が
顕
著
で
あ
り
、
中
関
白
家
と
は
敵
対

す
る
行
動
を
と
っ
て
い
た 

○
行
成
は
中
関
白
家
落
飾
の
時
期
も
中
宮
定
子
に
対
し
て
心
を
寄
せ
て 

お
り
、
疎
略
に
は
扱
っ
て
い
な
い 

こ
の
よ
う
な
二
人
が
『
枕
草
子
』
内
で
描
か
れ
て
い
る
時
期
は
、
次
に
示
す

通
り
で
あ
る

（

７

）

。 

              

＊
斉
信
は
八
○
段
に
も
登
場
す
る
が
、
推
定
年
時
が
ゆ
れ
て
お
り
、
長
徳

２
年
６
月
か
ら
９
月
の
清
少
納
言
の
里
居
の
時
期
と
す
る
説
、
長
徳
３

年
９
月
頃
と
す
る
説
が
あ
る

（

８

） 

＊
行
成
は
一
二
六
段
に
も
登
場
す
る
が
、
推
定
年
時
が
ゆ
れ
て
お
り
、
長

徳
２
年
と
す
る
説
、
長
保
元
年
と
す
る
説
が
あ
る

（

９

） 

伊
周
・
隆
家
配
流
以
降
斉
信
は
ほ
と
ん
ど
描
か
れ
な
く
な
り
、
入
れ
替
わ
る

よ
う
に
し
て
行
成
が
登
場
す
る
よ
う
に
な
る
。
斉
信
が
長
徳
二
年
四
月
以
降
登

場
し
な
く
な
る
の
は
、
中
関
白
家
と
対
立
す
る
よ
う
に
な
り
定
子
後
宮
か
ら
遠

の
い
て
い
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。 

こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、『
枕
草
子
』
は
史
実
を
そ
の
事
件
時
と
ほ

ぼ
同
時
に
記
録
す
る
歴
史
記
録
類
と
は
異
な
り
、
執
筆
時
が
事
件
時
と
離
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
登
場
す
る
人
物
の
役
職
名
の
矛
盾

（
１
０
）

等
か
ら
、
執
筆

時
期
は
長
徳
二
年
四
月
以
降
と
さ
れ
て
い
る
。
斉
信
を
記
し
た
章
段
も
、
伊
周
・

隆
家
配
流
後
に
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

二 

藤
原
斉
信
・
藤
原
行
成
へ
の
称
賛
の
描
写 

 

以
上
の
よ
う
な
経
歴
を
も
つ
斉
信
・
行
成
は
、『
枕
草
子
』
に
お
い
て
ど
の
よ

う
に
描
か
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
章
で
は
、
斉
信
・
行
成
の
称
賛
の
描
写

に
つ
い
て
見
て
い
く
。 

斉
信
は
、『
枕
草
子
大
辞
典

（
１
１
）

』
に
お
い
て
「
常
に
清
少
納
言
の
讃
美
の
対
象
と

し
て
描
か
れ
て
い
る
」
と
評
さ
れ
て
い
る
。
岡
崎
知
子（

１

氏２
）

は
斉
信
へ
の
称
賛
の

描
写
に
つ
い
て
分
析
し
、 

 
 

彼
の
ど
の
よ
う
な
点
が
清
少
納
言
の
称
賛
に
価
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ

れ
は
結
論
的
に
い
っ
て
斉
信
の
容
姿
と
朗
詠
と
機
智
と
に
関
し
て
で
あ
っ

た
。
（
中
略
） 
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「
枕
冊
子
」
に
み
ら
れ
る
斉
信
は
、
容
姿
端
麗
な
貴
公
子
と
し
て
清
少
納

言
を
は
じ
め
中
宮
方
の
女
房
の
賞
賛
の
的
で
あ
っ
た
。
ま
た
彼
の
巧
み
な

朗
詠
は
清
少
納
言
の
愛
好
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
彼
の
文
学
的

素
養
と
怜
悧
で
周
到
な
性
格
と
に
裏
づ
け
ら
れ
た
機
智
は
、
清
少
納
言
の

知
的
な
嗜
好
を
満
足
さ
せ
た
よ
う
で
あ
る
。
か
く
て
斉
信
は
清
少
納
言
に

と
っ
て
ま
ず
は
理
想
的
な
男
性
像
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

と
評
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
容
姿
に
つ
い
て
描
か
れ
た
章
段
一
例
、
朗
詠
に
つ

い
て
描
か
れ
た
章
段
一
例
を
扱
う
。
以
下
、
斉
信
・
行
成
へ
の
評
価
を
破
線
で

示
す
。 

＊
『
枕
草
子
』
本
文
の
引
用
は
す
べ
て
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
25 

枕
草
子
』

（
渡
辺
実
、
岩
波
書
店
、1

9
9

1
-0

1
-1

8
）
に
よ
る 

【
容
姿

（
１
３
）

（
態
度
）
】 

七
九
段
（P

9
4

L
3

～P
9

6
L

-5

） 

 
 

梅
壺
の
東
面
、
半
蔀
あ
げ
て
、「
こ
ゝ
に
」
と
い
へ
ば
、
め
で
た
く
て
ぞ
あ

ゆ
み
出
た
ま
へ
る
。
桜
の
綾
の
直
衣
の
、
い
み
じ
う
花
〴
〵
と
、
裏
の
つ

や
な
ど
も
え
も
い
は
ず
き
よ
ら
な
る
に
、
葡
萄
染
の
い
と
こ
き
指
貫
、
藤

の
折
枝
お
ど
ろ
〳
〵
し
く
職
り
み
だ
り
て
、
紅
の
色
う
ち
め
な
ど
、
か
ゝ

や
く
ば
か
り
ぞ
見
ゆ
る
。
白
き
、
う
す
色
な
ど
下
に
あ
ま
た
か
さ
な
り
た

り
。
せ
ば
き
縁
に
、
か
た
つ
か
た
は
下
な
が
ら
、
す
こ
し
簾
の
も
と
ち
か

う
よ
り
ゐ
給
へ
る
ぞ
、
ま
こ
と
に
絵
に
か
き
物
語
の
め
で
た
き
事
に
い
ひ

た
る
、
こ
れ
に
こ
そ
は
、
と
ぞ
見
え
た
る
。
（P

9
4

L
-2

） 

七
九
段
で
は
全
体
を
通
し
て
梅
壺
で
の
斉
信
と
の
交
渉
が
描
か
れ
て
お
り
、

引
用
部
は
個
人
的
に
清
少
納
言
を
訪
ね
て
来
た
斉
信
の
様
子
で
あ
る
。
斉
信
に

対
す
る
評
価
の
対
象
と
称
賛
の
言
葉
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

・
装
束
に
対
し
て
、
「
え
も
い
は
ず
き
よ
ら
な
る
」
「
か
ゝ
や
く
ば
か
り
ぞ

見
ゆ
る
」
と
評
価 

・
「
あ
ゆ
み
出
た
ま
へ
る
」
「
せ
ば
き
縁
に
、
か
た
つ
か
た
は
下
な
が
ら
、

す
こ
し
簾
の
も
と
ち
か
う
よ
り
ゐ
給
へ
る
」
な
ど
の
様
子
（
行
動
）
に

対
し
て
、
「
め
で
た
く
て
」
「
ま
こ
と
に
絵
に
か
き
物
語
の
め
で
た
き
事

に
い
ひ
た
る
、
こ
れ
に
こ
そ
は
、
と
ぞ
見
え
た
る
」
と
評
価 

【
朗
詠
】 

一
二
八
段
（P

1
7

2
L

4

～P
1

7
3

L
-2

） 

 
 

果
て
て
、
酒
の
み
、
詩
誦
し
な
ど
す
る
に
、
頭
中
将
斉
信
の
君
の
、「
月
秋

と
期
し
て
身
い
づ
く
か
」
と
い
ふ
こ
と
を
、
う
ち
い
だ
し
給
へ
り
。
詩
は

た
、
い
み
じ
う
め
で
た
し
。
い
か
で
さ
は
お
も
ひ
い
で
給
け
ん
。 

 
 

 

を
は
し
ま
す
所
に
わ
け
ま
い
る
ほ
ど
に
、
た
ち
い
で
さ
せ
給
て
、「
め
で

た
し
な
。
い
み
じ
う
、
け
ふ
の
料
に
い
ひ
た
り
け
る
こ
と
に
こ
そ
あ
れ
」

と
の
給
は
す
れ
ば
、「
そ
れ
啓
し
に
と
て
、
も
の
み
さ
し
て
、
ま
い
り
侍
つ

る
也
。
猶
い
と
め
で
た
く
こ
そ
お
ぼ
え
侍
つ
れ
」
と
啓
す
れ
ば
、「
ま
い
て
、

さ
お
ぼ
ゆ
ら
ん
か
し
」
と
お
ほ
せ
ら
る
。
（P

1
7

2
L

8

） 

 

一
二
八
段
で
は
、
道
隆
供
養
の
回
想
、
斉
信
と
の
親
交
が
描
か
れ
て
お
り
、

引
用
部
は
道
隆
供
養
の
後
の
宴
席
で
の
斉
信
の
様
子
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
評
価

の
対
象
と
称
賛
の
言
葉
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

・
詩
の
誦
じ
方
、
内
容
が
時
の
雰
囲
気
と
合
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、「
い

み
じ
う
め
で
た
し
」「
猶
い
と
め
で
た
く
こ
そ
お
ぼ
え
侍
つ
れ
」
と
評
価 

一
方
、
行
成
は
秋
山
虔（

１

氏４
）

に
よ
っ
て
「
清
少
納
言
の
行
成
に
対
す
る
傾
倒
は
、
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斉
信
へ
の
そ
れ
に
お
と
ら
な
い
」
と
評
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
は
っ
き
り

と
褒
め
る
描
写
が
さ
れ
て
い
る
の
は
一
二
六
段
、
一
二
九
段
の
み
で
あ
る
。 

一
二
六
段
（P

1
6

8
L

-3

～P
1

7
1

L
1

） 

 
 

そ
へ
た
る
立
文
に
は
、
解
文
の
や
う
に
て
、 

 
 

 

進
上 

 
 

 

餅
餤
一
包
、 

 
 

 

依
例
進
上
如
件
、 

 
 

 

別
当
少
納
言
殿 

 
 

と
て
、
月
日
か
き
て
、「
任
那
成
行
」
と
て
、
奥
に
「
こ
の
お
の
こ
は
、
み

づ
か
ら
ま
い
ら
む
と
す
る
を
、
昼
は
、
か
た
ち
わ
ろ
し
と
て
、
ま
い
ら
ぬ

な
め
り
」
と
、
い
み
じ
う
お
か
し
げ
に
か
ひ
給
へ
り
。
（P

1
6

9
L

3

） 

 

一
二
六
段
は
行
成
が
餅
餤
を
清
少
納
言
に
贈
っ
た
時
の
話
を
記
し
た
章
段
で

あ
る
。
こ
こ
で
の
評
価
の
対
象
と
称
賛
の
言
葉
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

・
立
文
に
書
か
れ
て
い
る
文
字
に
対
し
て
、「
い
み
じ
う
お
か
し
」
と
評
価 

一
二
九
段
（P

1
7

4
L

2

～P
1

7
6

L
1

） 

 
 

つ
と
め
て
、
蔵
人
所
の
紙
屋
紙
ひ
き
か
さ
ね
て
、「
け
ふ
は
の
こ
り
お
ほ
か

る
心
ち
な
ん
す
る
。
夜
を
と
を
し
て
、
む
か
し
物
語
も
き
こ
え
あ
か
さ
ん
、

と
せ
し
を
、
庭
鳥
の
声
に
も
よ
ほ
さ
れ
て
な
ん
」
と
い
み
じ
う
言
お
ほ
く

か
き
給
へ
る
、
い
と
め
で
た
し
。
（P

1
7

4
L

5

） 

 

一
二
九
段
は
清
少
納
言
と
行
成
の
手
紙
や
和
歌
の
や
り
取
り
が
描
か
れ
て
い

る
章
段
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
評
価
の
対
象
と
称
賛
の
言
葉
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

・
手
紙
に
書
か
れ
て
い
る
文
字
に
対
し
、「
い
み
じ
う
言
お
ほ
く
か
き
給
へ

る
、
い
と
め
で
た
し
」 

 

以
上
、
斉
信
・
行
成
の
称
賛
の
描
写
を
見
て
き
た
。
斉
信
に
用
い
ら
れ
る
賛

辞
の
描
写
は
、 

容
姿
：
言
葉
で
言
い
表
せ
る
程
度
を
超
え
て
い
る
と
い
う
描
写
（
「
え
も
い
は

ず
き
よ
ら
な
る
」
）
、
光
を
用
い
た
描
写
（
「
か
ゝ
や
く
ば
か
り
ぞ
見
ゆ

る
」
）
、
絵
や
物
語
に
仮
託
し
た
描
写
（
「
ま
こ
と
に
絵
に
か
き
物
語
の

め
で
た
き
事
に
い
ひ
た
る
、
こ
れ
に
こ
そ
は
、
と
ぞ
見
え
た
る
」
） 

朗
詠
：
何
度
も
言
葉
を
重
ね
る
描
写
（
「
い
み
じ
う
め
で
た
し
」
「
猶
い
と
め

で
た
く
こ
そ
お
ぼ
え
侍
つ
れ
」
） 

で
あ
る
。
た
だ
し
、
容
姿
へ
の
称
賛
の
描
写
で
は
、
そ
の
対
象
は
装
束
や
様
子

（
行
動
）
の
み
に
留
ま
り
、
気
質
や
心
情
へ
は
踏
み
込
ま
れ
て
い
な
い
と
い
う

特
徴
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一
方
、
行
成
に
用
い
ら
れ
る
賛
辞
の
描
写
は
、 

 

書
：
「
い
み
じ
う
お
か
し
」
「
い
と
め
で
た
し
」 

の
み
で
あ
っ
た
。 

三 

藤
原
斉
信
・
藤
原
行
成
と
の
関
係
性 

 

称
賛
の
描
写
に
違
い
が
見
ら
れ
た
斉
信
・
行
成
だ
が
、
実
際
に
は
清
少
納
言

は
彼
ら
と
ど
の
よ
う
に
接
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
章
で
は
、
清
少
納
言
と

斉
信
・
行
成
と
の
関
係
性
に
焦
点
を
あ
て
て
い
く
。
以
下
、
斉
信/

行
成
の
行
動
・

言
葉
を
波
線
、
清
少
納
言
の
行
動
を
傍
線
、
清
少
納
言
の
心
情
描
写
を
二
重
線

で
示
す
。
ま
た
、
内
容
の
変
化
に
従
い
、
適
宜
丸
囲
み
の
数
字
（
①
）
を
ふ
る
。 
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藤
原
斉
信 

七
八
段
（P

8
8

L
-2

～P
9

3
L

-1

） 

 
 

①
頭
中
将
の
、
す
ゞ
ろ
な
る
そ
ら
ご
と
を
聞
き
て
、
い
み
じ
う
い
ひ
お
と

し
、「
な
に
し
に
人
と
思
ひ
ほ
め
け
ん
」
な
ど
、
殿
上
に
て
い
み
じ
う
な
ん

の
給
、
と
聞
く
に
も
は
づ
か
し
け
れ
ど
、
ま
こ
と
な
ら
ば
こ
そ
あ
ら
め
、

を
の
づ
か
ら
聞
き
な
を
し
給
て
ん
、
と
わ
ら
ひ
て
あ
る
に
、
②
黒
戸
の
前

な
ど
わ
た
る
に
も
、
声
な
ど
す
る
お
り
は
袖
を
ふ
た
ぎ
て
つ
ゆ
見
を
こ
せ

ず
、
い
み
じ
う
に
く
み
給
へ
ば
、
と
も
か
う
も
い
は
ず
、
見
も
い
れ
で
す

ぐ
す
に
、
③
二
月
つ
ご
も
り
が
た
、
い
み
じ
う
雨
ふ
り
て
つ
れ
〴
〵
な
る

に
、
御
物
忌
に
こ
も
り
て
、「
さ
す
が
に
さ
う
〴
〵
し
く
こ
そ
あ
れ
。
物
や

い
ひ
や
ら
ま
し
」
と
な
ん
の
給
、
人
〴
〵
か
た
れ
ど
、「
世
に
あ
ら
じ
」
な

ど
い
ら
へ
て
あ
る
に
、
日
一
日
し
も
に
居
く
ら
し
て
ま
い
り
た
れ
ば
、
夜

の
お
と
ゞ
に
入
ら
せ
給
に
け
り
。
（P

8
8

L
-2

） 

（
中
略
） 

 
 

④
「
た
ゞ
こ
ゝ
も
と
に
、
人
伝
な
ら
で
申
べ
き
事
な
ん
」
と
い
へ
ば
、
さ

し
い
で
て
い
ふ
事
、
「
こ
れ
、
頭
の
殿
の
奉
ら
せ
た
ま
ふ
。
御
返
事
と
く
」

と
い
ふ
。
い
み
じ
く
に
く
み
給
に
、
い
か
な
る
文
な
ら
ん
、
と
お
も
へ
ど
、

た
ゞ
い
ま
い
そ
ぎ
見
る
べ
き
に
も
あ
ら
ね
ば
、「
去
ね
、
い
ま
聞
え
ん
」
と

て
懐
に
ひ
き
入
て
、
な
を
〳
〵
人
の
物
い
ふ
聞
き
な
ど
す
る
、
⑤
す
な
は

ち
、
返
き
て
、
「
「
さ
ら
ば
、
そ
の
あ
り
つ
る
御
文
を
給
は
り
て
来
」
と
な

ん
お
ほ
せ
ら
る
ゝ
、
と
く
〳
〵
」
と
い
ふ
が
、
い
を
の
物
語
な
り
や
、
と

て
見
れ
ば
、
青
き
薄
様
に
い
と
き
よ
げ
に
書
き
給
へ
り
。
心
と
き
め
き
し

つ
る
さ
ま
に
も
あ
ら
ざ
り
け
り
。 

 
 

 

蘭
省
花
時
錦
帳
下 

 
 

と
書
き
て
、「
末
は
い
か
に
〳
〵
」
と
あ
る
を
、
い
か
に
か
は
す
べ
か
ら
ん
。

御
前
お
は
し
ま
さ
ば
御
覧
ぜ
さ
す
べ
き
を
、
こ
れ
が
末
を
知
り
顔
に
、
た

ど
〳
〵
し
き
真
名
か
き
た
ら
ん
も
、
い
と
見
ぐ
る
し
、
と
思
ま
は
す
ほ
ど

も
な
く
せ
め
ま
ど
は
せ
ば
、
た
ゞ
そ
の
奥
に
炭
櫃
に
き
え
炭
の
あ
る
し
て
、 

 
 

 

草
の
庵
り
を
た
れ
か
た
づ
ね
ん 

 
 

と
書
き
つ
け
て
と
ら
せ
つ
れ
ど
又
返
事
も
い
は
ず
。
（P

8
9

L
-3

） 

七
八
段
は
、
絶
縁
状
態
に
あ
っ
た
斉
信
と
清
少
納
言
が
親
交
を
も
つ
き
っ
か

け
と
な
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
記
さ
れ
た
章
段
で
あ
る
。
①
②
③
で
は
絶
縁
状
態

に
あ
る
斉
信
と
清
少
納
言
の
様
子
が
描
か
れ
て
お
り
、
④
以
降
関
係
修
復
の
き

っ
か
け
と
な
っ
た
漢
籍
の
知
識
と
当
意
即
妙
の
機
智
に
よ
る
応
酬
が
記
さ
れ
て

い
く
。
斉
信
と
清
少
納
言
の
行
動
を
順
を
追
っ
て
見
て
い
く
と
、
次
の
通
り
で

あ
る
。 ①

絶
縁
状
態
に
あ
る
斉
信
と
清
少
納
言
の
様
子 

斉
信
、
殿
上
に
て
清
少
納
言
を
け
な
す
（
「
い
み
じ
う
い
ひ
お
と
し
、「
な

に
し
に
人
と
思
ひ
ほ
め
け
ん
」
な
ど
、
殿
上
に
て
い
み
じ
う
な
ん
の
給
」
） 

→
清
少
納
言
、
気
に
し
な
い
態
度
（
「
ま
こ
と
な
ら
ば
こ
そ
あ
ら
め
、
を
の

づ
か
ら
聞
き
な
を
し
給
て
ん
、
と
わ
ら
ひ
て
あ
る
」
） 

②
絶
縁
状
態
に
あ
る
斉
信
と
清
少
納
言
の
様
子 

斉
信
、
意
識
し
て
清
少
納
言
を
避
け
る
（
「
声
な
ど
す
る
お
り
は
袖
を
ふ
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た
ぎ
て
つ
ゆ
見
を
こ
せ
ず
、
い
み
じ
う
に
く
み
給
へ
」
） 

→
清
少
納
言
、
気
に
し
な
い
態
度
（
「
と
も
か
う
も
い
は
ず
、
見
も
い
れ
で

す
ぐ
す
」
） 

③
清
少
納
言
に
話
し
か
け
よ
う
と
す
る
斉
信 

斉
信
、
清
少
納
言
を
気
に
か
け
る
（
「
「
さ
す
が
に
さ
う
〴
〵
し
く
こ
そ

あ
れ
。
物
や
い
ひ
や
ら
ま
し
」
と
な
ん
の
給
」
） 

→
清
少
納
言
、
気
に
し
な
い
態
度
（
「
「
世
に
あ
ら
じ
」
な
ど
い
ら
へ
て
あ

る
」
） 

④
斉
信
か
ら
清
少
納
言
へ
文
が
届
く 

 
 

 

斉
信
、
文
を
送
る
（
「
頭
の
殿
の
奉
ら
せ
た
ま
ふ
。
御
返
事
と
く
」
） 

 
 

→
清
少
納
言
、
す
ぐ
に
返
事
を
出
さ
な
い
（
「
た
ゞ
い
ま
い
そ
ぎ
見
る
べ
き

に
も
あ
ら
ね
ば
、
「
去
ね
、
い
ま
聞
え
ん
」
と
て
懐
に
ひ
き
入
て
」
） 

⑤
漢
籍
の
知
識
と
当
意
即
妙
の
機
智
に
よ
る
応
酬 

斉
信
、
漢
籍
の
知
識
を
試
す
問
題
へ
の
返
事
を
再
度
求
め
る
（
「
蘭
省
花

時
錦
帳
下 

と
書
き
て
、
「
末
は
い
か
に
〳
〵

（
１
５
）

」
と
あ
る
」
） 

 
 

→
清
少
納
言
、
『
白
氏
文
集
』
の
詩
の
後
半
を
和
歌
に
変
え
て
返
答
す
る

（
「
た
ゞ
そ
の
奥
に
炭
櫃
に
き
え
炭
の
あ
る
し
て
、 

草
の
庵
り
を
た

れ
か
た
づ
ね
ん 

と
書
き
つ
け
て
と
ら
せ
つ
れ
」
） 

＊
さ
ら
な
る
返
し
が
出
来
な
い
ほ
ど
の
、
会
心
の
応
酬
（
「
返
事
も
い
は
ず
」
） 

 

①
②
③
で
は
、
相
手
を
気
に
か
け
行
動
を
起
こ
し
て
い
る
の
は
常
に
斉
信
で

あ
り
、
対
す
る
清
少
納
言
は
全
く
気
に
も
と
め
な
い
か
の
よ
う
な
態
度
を
貫
い

て
い
る
。
さ
ら
に
、
④
で
は
斉
信
か
ら
文
が
届
け
ら
れ
る
が
清
少
納
言
は
返
事

を
出
さ
ず
に
使
い
を
追
い
返
し
て
し
ま
い
、
⑤
で
再
度
返
事
を
求
め
ら
れ
よ
う

や
く
見
る
。
七
八
段
で
は
、 

・
清
少
納
言
を
気
に
し
て
働
き
か
け
る
斉
信 

・
斉
信
の
行
動
を
気
に
し
な
い
か
の
よ
う
な
清
少
納
言 

が
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

一
二
八
段
（P

1
7

2
L

4

～P
1

7
3

L
-2

） 

①
わ
ざ
と
よ
び
も
い
で
、
あ
ふ
所
ご
と
に
て
は
、「
な
ど
か
麿
を
、
ま
こ
と

に
ち
か
く
か
た
ら
ひ
給
は
ぬ
。
さ
す
が
に
く
し
と
お
も
ひ
た
る
に
は
あ
ら

ず
、
と
知
り
た
る
を
、
い
と
あ
や
し
く
な
ん
お
ぼ
ゆ
る
。
か
ば
か
り
と
し

ご
ろ
に
な
り
ぬ
る
得
意
の
、
う
と
く
て
や
む
は
な
し
。
殿
上
な
ど
に
あ
け

く
れ
な
き
お
り
も
あ
ら
ば
、
な
に
事
を
か
思
い
で
に
せ
む
」
と
の
給
へ
ば
、

「
さ
ら
な
り
。
か
た
か
る
べ
き
こ
と
に
も
あ
ら
ぬ
を
、
さ
も
あ
ら
む
の
ち

に
は
、
え
ほ
め
た
て
ま
つ
ら
ざ
ら
む
が
、
く
ち
お
し
き
な
り
。
上
の
御
前

な
ど
に
て
も
、
役
と
あ
づ
か
り
て
ほ
め
き
こ
ゆ
る
に
、
い
か
で
か
、
た
ゞ

お
ぼ
せ
か
し
。
か
た
わ
ら
い
た
く
、
心
の
鬼
い
で
き
て
、
い
ひ
に
く
ゝ
な

り
侍
な
ん
」
と
い
へ
ば
、
②
「
な
ど
て
。
さ
る
人
を
し
も
こ
そ
、
妻
よ
り

ほ
か
に
、
ほ
む
る
た
ぐ
ひ
あ
れ
」
と
の
給
へ
ば
、「
そ
れ
が
に
く
か
ら
ず
お

ぼ
え
ば
こ
そ
あ
ら
め
、
男
も
女
も
、
け
ぢ
か
き
人
お
も
ひ
、
か
た
ひ
き
、

ほ
め
、
人
の
い
さ
ゝ
か
あ
し
き
こ
と
な
ど
い
へ
ば
、
は
ら
だ
ち
な
ど
す
る

が
わ
び
し
う
お
ぼ
ゆ
る
也
」
と
い
へ
ば
、「
た
の
も
し
げ
な
の
こ
と
や
」
と

の
給
も
い
と
を
か
し
。
（P

1
7

3
L

1

） 

一
二
八
段
は
、
道
隆
供
養
の
回
想
に
始
ま
り
、
斉
信
と
の
親
交
へ
と
話
題
が
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転
じ
て
い
く
。
①
②
で
は
共
に
、
斉
信
が
清
少
納
言
に
言
い
寄
る
姿
が
描
か
れ

て
い
る
。 

①
斉
信
が
清
少
納
言
に
言
い
寄
る 

斉
信
、
よ
り
親
し
い
仲
に
な
ろ
う
と
清
少
納
言
に
言
い
寄
る
（
「
な
ど
か

麿
を
、
ま
こ
と
に
ち
か
く
か
た
ら
ひ
給
は
ぬ
」
） 

→
清
少
納
言
、
こ
れ
以
上
親
密
に
な
る
と
褒
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
し

て
申
し
出
を
断
る
（
「
さ
も
あ
ら
む
の
ち
に
は
、
え
ほ
め
た
て
ま
つ
ら
ざ

ら
む
が
、
く
ち
お
し
き
な
り
」
） 

②
斉
信
が
清
少
納
言
に
言
い
寄
る 

斉
信
、
反
論
し
再
度
言
い
寄
る
（
「
な
ど
て
。
さ
る
人
を
し
も
こ
そ
、
妻

よ
り
ほ
か
に
、
ほ
む
る
た
ぐ
ひ
あ
れ
」
） 

→
清
少
納
言
、
自
分
は
親
し
い
仲
に
な
っ
た
人
を
褒
め
る
こ
と
は
憚
ら
れ

る
と
し
て
再
度
断
る
（
「
男
も
女
も
、
け
ぢ
か
き
人
お
も
ひ
、
か
た
ひ
き
、

ほ
め
、
人
の
い
さ
ゝ
か
あ
し
き
こ
と
な
ど
い
へ
ば
、
は
ら
だ
ち
な
ど
す

る
が
わ
び
し
う
お
ぼ
ゆ
る
也
」
） 

 

①
②
共
に
よ
り
親
密
な
仲
に
な
ろ
う
と
言
い
寄
る
の
は
斉
信
で
あ
り
、
清
少

納
言
は
す
で
に
親
し
い
間
柄
で
あ
る
こ
と
は
肯
定
し
つ
つ
も
二
度
に
わ
た
っ
て

斉
信
の
申
し
出
を
断
っ
て
い
る
。
一
二
八
段
で
は
、 

・
清
少
納
言
に
言
い
寄
る
斉
信 

・
斉
信
の
申
し
出
を
断
る
清
少
納
言 

が
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

藤
原
行
成 

四
六
段
（P

6
4

L
-2

～P
6

8
L

-6

） 

 
 

①
い
み
じ
う
見
え
聞
え
て
、
お
か
し
き
す
ぢ
な
ど
た
て
た
る
こ
と
は
な
う
、

た
ゞ
あ
り
な
る
や
う
な
る
を
、
み
な
人
、
さ
の
み
知
り
た
る
に
、
な
を
お

く
ふ
か
き
心
ざ
ま
を
見
し
り
た
れ
ば
、「
お
し
な
べ
た
ら
ず
」
な
ど
、
お
ま

へ
に
も
啓
し
、
又
、
さ
知
ろ
し
め
し
た
る
を
、
②
「
「
つ
ね
に
「
「
女
は
お

の
れ
を
よ
ろ
こ
ぶ
物
の
た
め
に
顔
づ
く
り
す
。
士
は
を
の
れ
を
知
る
物
の

た
め
に
死
ぬ
」
と
な
ん
い
ひ
た
る
」
と
い
ひ
あ
は
せ
給
ひ
つ
ゝ
、
よ
う
し

り
給
へ
り
。
（P

6
5

L
4

） 

四
六
段
で
は
、
行
成
と
清
少
納
言
の
交
友
が
描
か
れ
て
い
る
。
①
で
は
行
成

に
つ
い
て
清
少
納
言
が
定
子
に
語
る
姿
が
描
か
れ
て
お
り
、
②
で
行
成
と
清
少

納
言
と
の
仲
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
る
。 

①
行
成
に
つ
い
て
定
子
に
語
る 

 
 

 

清
少
納
言
、
自
分
の
み
が
奥
深
い
と
こ
ろ
を
知
っ
て
い
る
と
し
て
定
子

に
平
凡
な
人
物
で
は
な
い
と
進
言
す
る
（
「
な
を
お
く
ふ
か
き
心
ざ
ま

を
見
し
り
た
れ
」「
「
お
し
な
べ
た
ら
ず
」
な
ど
、
お
ま
へ
に
も
啓
し
」
） 

 
 

→
定
子
、
平
凡
な
人
物
で
は
な
い
と
承
知
し
て
い
る
（
「
さ
知
ろ
し
め
し
た

る
」
） 

②
清
少
納
言
と
行
成
で
意
見
が
一
致
す
る
（
「
い
ひ
あ
は
せ
給
ひ
」
） 

 
①
で
は
、
他
の
女
房
と
は
異
な
り
自
分
の
み
が
行
成
の
奥
深
い
と
こ
ろ
を
知

っ
て
い
る
と
の
見
解
を
示
し
、
定
子
に
対
し
平
凡
な
人
物
で
は
な
い
と
進
言
し

て
い
る
。
こ
の
行
成
を
評
価
す
る
清
少
納
言
の
言
葉
を
受
け
て
、
定
子
も
同
意

を
示
し
行
成
を
評
価
す
る
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
。
②
で
は
『
史
記
』
刺
客
列
伝

（
１
６
）
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の
言
葉
を
持
ち
出
し
て
、
お
互
い
が
理
解
し
合
う
仲
で
あ
っ
た
と
明
言
し
て
い

る
。
四
六
段
で
は
、 

・
行
成
の
評
判
を
高
め
る
清
少
納
言 

・
理
解
し
合
う
行
成
と
清
少
納
言 

が
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

一
二
六
段
（P

1
6

8
L

-3

～P
1

7
1

L
1

） 

①
頭
弁
の
御
も
と
よ
り
、
主
殿
寮
、
絵
な
ど
や
う
な
る
物
を
、
白
き
色
紙

に
つ
ゝ
み
て
、
梅
の
は
な
の
、
い
み
じ
う
さ
き
た
る
に
つ
け
て
、
持
て
き

た
り
。
絵
に
や
あ
ら
ん
と
、
い
そ
ぎ
と
り
入
れ
て
み
れ
ば
、
餅
餤
と
い
ふ

物
を
、
二
つ
な
ら
べ
て
つ
ゝ
み
た
る
な
り
け
り
。
そ
へ
た
る
立
文
に
は
、

解
文
の
や
う
に
て
、 

 
 

 

進
上 

 
 

 

餅
餤
一
包
、 

 
 

 

依
例
進
上
如
件
、 

 
 

 

別
当
少
納
言
殿 

 
 

と
て
、
月
日
か
き
て
、「
任
那
成
行
」
と
て
、
奥
に
「
こ
の
お
の
こ
は
、
み

づ
か
ら
ま
い
ら
む
と
す
る
を
、
昼
は
、
か
た
ち
わ
ろ
し
と
て
、
ま
い
ら
ぬ

な
め
り
」
と
、
い
み
じ
う
お
か
し
げ
に
か
ひ
給
へ
り
。 

 
 

②
御
前
に
ま
い
り
て
御
ら
ん
ぜ
さ
す
れ
ば
、「
め
で
た
く
も
か
き
た
る
か
な
。

お
か
し
く
し
た
り
」
な
ど
、
ほ
め
さ
せ
給
て
、
解
文
は
と
ら
せ
給
つ
。

（P
1

6
9

L
1

） 

 

一
二
六
段
は
、
餅
餤
進
上
を
介
し
た
行
成
と
の
親
交
が
描
か
れ
た
章
段
で
あ

る
。
①
で
行
成
か
ら
餅
餤
が
届
き
、
②
で
清
少
納
言
は
餅
餤
に
添
え
ら
れ
た
解

文
を
定
子
に
披
露
し
て
い
る
。 

①
清
少
納
言
の
も
と
へ
、
行
成
か
ら
餅
餤
が
届
く 

 
 

 

行
成
、
餅
餤
に
解
文
を
添
え
清
少
納
言
の
も
と
へ
贈
る
（
「
餅
餤
と
い
ふ

物
を
、
二
つ
な
ら
べ
て
つ
ゝ
み
た
る
」「
そ
へ
た
る
立
文
に
は
、
解
文
の

や
う
に
て
」
） 

 
 

→
清
少
納
言
、
急
い
で
中
を
見
る
（
「
い
そ
ぎ
と
り
入
れ
て
み
れ
」
） 

②
清
少
納
言
、
定
子
に
解
文
を
披
露
す
る
（
「
御
前
に
ま
い
り
て
御
ら
ん
ぜ

さ
す
れ
」
） 

 
 

→
定
子
、
行
成
の
字
や
趣
向
を
褒
め
召
し
上
げ
る
（
「
ほ
め
さ
せ
給
て
、
解

文
は
と
ら
せ
給
つ
」
） 

 

①
で
は
行
成
か
ら
届
い
た
餅
餤
に
対
し
、
中
身
は
何
な
の
だ
ろ
う
か
と
強
い

興
味
を
示
し
す
ぐ
に
広
げ
る
清
少
納
言
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
②
で
は
清
少

納
言
が
解
文
を
披
露
し
た
こ
と
で
、
定
子
の
褒
め
の
言
葉
が
発
せ
ら
れ
召
し
上

げ
ら
れ
て
い
る
。
一
二
六
段
で
は
、 

・
行
成
か
ら
の
贈
り
物
を
気
に
か
け
す
ぐ
さ
ま
対
応
す
る
清
少
納
言 

・
行
成
の
評
判
を
高
め
る
清
少
納
言 

が
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

以
上
、
斉
信
・
行
成
の
行
動
と
、
そ
れ
に
対
す
る
清
少
納
言
の
態
度
や
行
動

に
つ
い
て
見
て
き
た
。
こ
れ
ら
を
整
理
す
る
と
、『
枕
草
子
』
に
お
け
る
清
少
納

言
と
斉
信
・
行
成
の
関
係
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
特
徴
を
見
る
こ
と
が
出
来

る
の
で
あ
る
。 

○
斉
信
は
清
少
納
言
を
気
に
か
け
積
極
的
に
働
き
か
け
る
姿
が
描
か
れ 

る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
清
少
納
言
は
ま
っ
た
く
気
に
し
な
い
か
の
よ
う

な
態
度
を
示
す
。
ま
た
、
親
密
に
な
ろ
う
と
言
い
寄
る
斉
信
を
断
る
。 
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○
行
成
は
お
互
い
を
理
解
し
合
う
姿
が
描
か
れ
、
清
少
納
言
も
行
成
の
行

動
を
気
に
か
け
す
ぐ
さ
ま
応
答
す
る
。
ま
た
、
行
成
の
評
判
を
高
め
る

行
動
を
と
っ
て
い
る
。 

結
び 

 

多
く
の
表
現
を
用
い
て
讃
美
し
、
称
賛
が
示
さ
れ
て
い
た
の
は
斉
信
で
あ
っ

た
。
し
か
し
『
枕
草
子
』
内
に
描
か
れ
る
斉
信
・
行
成
の
行
動
や
清
少
納
言
の

態
度
・
関
係
性
を
見
た
時
、
清
少
納
言
が
真
実
気
に
か
け
、
親
し
み
を
も
っ
て

接
し
て
い
た
の
は
行
成
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

こ
れ
は
、
斉
信
・
行
成
の
当
時
の
身
の
振
り
方
に
も
関
係
し
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。
道
隆
の
喪
服
期
定
子
後
宮
の
周
辺
を
明
る
く
華
や
か
に
描
く
た
め
の
人

材
と
し
て
、
清
少
納
言
は
当
時
道
長
権
勢
下
で
活
躍
し
て
い
た
斉
信
を
選
ん
だ
。

し
か
し
、
内
面
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
、
清
少
納
言
か
ら
の
働
き
か
け
が
少

な
く
最
終
的
に
は
拒
ま
れ
る
、
等
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
中
関
白
家
を
切
り
捨

て
た
斉
信
は
心
を
許
す
相
手
に
は
な
り
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
一
方
行
成
は
、

華
や
か
に
賛
美
し
て
描
く
対
象
で
は
無
か
っ
た
も
の
の
、
清
少
納
言
は
そ
の
よ

う
な
行
成
に
対
し
理
解
を
示
し
、
気
安
さ
を
見
せ
つ
つ
も
自
ら
行
成
の
評
判
を

高
め
る
行
動
を
と
っ
て
い
る
。
知
的
応
酬
を
交
わ
す
こ
と
の
出
来
る
相
手
と
い

う
だ
け
で
な
く
、
定
子
、
ひ
い
て
は
定
子
後
宮
を
遇
す
る
姿
勢
に
も
好
感
を
見

出
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。 

注 （
1
） 

『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典 

第
五
巻
』
（
日
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典
文
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会
、
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4
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9

） 

（
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） 

岡
田
潔
「
主
要
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人
物
解
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斉
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」（
『
枕
草
子
大
辞
典
』
枕
草
子
研
究
会
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勉
誠
出
版
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0
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1
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1

） 

（
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）
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じ 

（
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）
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伸
「
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登
場
人
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解
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（
『
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子
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辞
典
』
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子
研
究
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4
-0

1

） 

（
5
）
『
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草
子 

表
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の
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理
』
（
三
田
村
雅
子
、
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精
堂
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5
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2
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0

） 

（
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） 

『
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氏
物
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の
世
界
』（
東
大
人
文
研
究
叢
書
、
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、
東
京
大
学
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版
会
、19

6
4

-

1
2

-2
5

） 

（
7
）
参
考
：
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典
文
学
論
考 

枕
草
子 
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歌
日
記
』
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研
究
叢
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2
9

、
森
本
元

子
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新
典
社
、1
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8
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0

） 

（
8
）
小
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潔
「
主
要
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段
解
説 

八
○ 

里
に
ま
か
で
た
る
に
」（
『
枕
草
子
大
辞
典
』
枕
草

子
研
究
会
、
勉
誠
出
版
、2

0
0

1
-0

4
-0

1

） 

（
9
）
岡
山
美
樹
「
主
要
章
段
解
説 

一
二
七
・
一
二
八 

二
月
、
官
の
司
に
」（
『
枕
草
子
大

辞
典
』
枕
草
子
研
究
会
、
勉
誠
出
版
、2

0
0

1
-0

4
-0

1

） 

（
10
）
一
二
二
段
・
一
五
四
段
で
は
斉
信
が
「
宰
相
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、
斉
信
の
参

議
任
官
は
長
徳
二
年
四
月
二
十
四
日
で
あ
る
た
め
『
枕
草
子
』
に
描
か
れ
て
い
る

事
件
の
年
時
と
食
い
違
う
。
作
者
の
記
憶
違
い
だ
と
す
る
説
（
川
合
洋
之
「
主
要

章
段
解
説 

一
二
三 

は
し
た
な
き
も
の 

八
幡
の
行
幸
」（
『
枕
草
子
大
辞
典
』
枕
草

子
研
究
会
、
勉
誠
出
版
、2

0
0

1
-0

4
-0

1

）
）
、
あ
え
て
宰
相
と
表
記
す
る
こ
と
で
決

別
の
意
思
表
示
を
し
た
と
す
る
説
（
『
歴
史
読
み 

枕
草
子 

清
少
納
言
の
挑
戦
状
』

（
赤
間
恵
都
子
、
三
省
堂
、2

0
1

3
-0

3
-3

1

）
）
等
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
執

筆
時
期
は
長
徳
二
年
四
月
以
降
で
あ
る
。 

（
11
） 
岡
田
潔
「
主
要
登
場
人
物
解
説 

藤
原
斉
信
」（
『
枕
草
子
大
辞
典
』
枕
草
子
研
究
会
、

勉
誠
出
版
、2

0
0

1
-0

4
-0

1

） 

（
12
）
『
平
安
朝
女
流
作
家
の
研
究
』
（
岡
崎
知
子
、
パ
ト
ル
ス
社
、1

9
6

7
-0

8
-0

1

） 

（
13
）
容
姿
（
態
度
）
・
朗
詠
に
つ
い
て
の
他
の
描
写
、
機
智
に
つ
い
て
の
描
写
の
あ
る
章
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段
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。 

 
 

 

容
姿
（
態
度
）
…
一
二
二
段
、
一
八
九
段 

 
 

 
朗
詠
…
一
二
八
段
、
一
五
四
段 

 
 

 

機
智
…
一
五
四
段 

（
14
） 

『
源
氏
物
語
の
世
界
』（
東
大
人
文
研
究
叢
書
、
秋
山
虔
、
東
京
大
学
出
版
会
、19

6
4

-

1
2

-2
5

） 

（
15
）『
白
氏
文
集
』
巻
十
七
「
廬
山
草
堂
夜
雨
独
宿
」
題
「
（
前
省
略
）
蘭
省
花
時
錦
帳
下
、

廬
山
雨
夜
草
庵
中
（
後
略
）
」
の
詩
の
後
半
を
答
え
よ 

（
16
）
『
史
記
』
刺
客
列
伝
「
士
為
知
己
者
死
、
女
為
説
己
者
容
。
（
下
略
）
」 

  

（
い
い
だ
・
ゆ
う
か
／
横
浜
国
立
大
学
教
育
人
間
科
学
部
卒
業
生
） 


